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勝
央
町
の
誕
生
か
ら
70
年
目

の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
た
式
典
が
11
月
２
日
に
勝
央

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
勝
央
町
に
功

労
・
功
績
が
あ
り
、
町
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を

代
表
し
て
小
村
雅
紀
さ
ん
（
石

生
）
が
「
受
賞
を
励
み
と
し

て
、
今
後
も
町
の
発
展
に
向
け

て
努
力
を
重
ね
た
い
。
ま
た
、

次
の
世
代
に
も
こ
の
素
晴
ら
し

い
“
ま
ち
”
を
引
き
継
い
で
も

ら
い
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
に
は
財
務
大
臣

で
あ
る
加
藤
勝
信
衆
議
院
議
員

や
姉
妹
町
の
込
山
小
山
町
長
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
出
席
を

い
た
だ
き
、
盛
大
に
と
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
元
宮
崎
県
知
事

の
東
国
原
英
夫
氏
に
よ
り
「
今

求
め
ら
れ
る
地
域
の
活
性
化
」

を
演
題
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
と
講
演
に
訪
れ
た
参
加

者
の
一
人
は
「
多
く
の
人
々
が

つ
な
い
で
き
た
歴
史
を
感
じ
、

改
め
て
勝
央
町
の
良
さ
を
感
じ

た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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「勝央町制施行70周年記念式典」を開催

１．万歳三唱で祝う参加者　
２．講演で会場を沸かせた東
国原氏　３．一般表彰者を代表
して表彰状を受け取る　地さ
ん　４．功労表彰受賞者の皆
さん　５．祝辞を述べられる
加藤財務大臣　６．受賞者を
代表し謝辞を述べられた小村
さん
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「勝央町70周年記念誌」を発行
　町では70周年を振り返る記念誌を発行しまし

た。町の誕生後10年ごとの大きな出来事を振り

返るページやスポーツ少年団の子どもたちの写

真、町民の有志の皆さんが登場す

るページなど盛りだくさんの内容

です。本号と同時に全戸へ配布予

定ですので、ぜひ併せてご覧くだ

さい。

草草

草草
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news

お知らせ

news

お知らせ固定資産税（償却資産）申告のお知らせ

　会社や個人で工場・商店などを経営されている人や、農業や不動産貸付業、サービス業などの事業を

行っている人が、その事業のために用いる構築物（建物附属設備を含む）・機械・装置・車両・運搬具・

工具・器具・備品などの資産を償却資産といいます。

　償却資産については、土地・家屋のような不動産登記といった公示制度がないため、所有者は、毎年

１月１日現在で所有する資産について申告する必要があります。

　前年度申告した人については、申告書を12月中旬にお送りいたします。今年度から、初めて申告さ

れる人は税務住民部までお問い合わせください。

■問　税務住民部　☎38-3114

　土地・家屋以外で法人税法・所得税法に基づき

減価償却資産として計上（固定資産台帳・減価償

却明細書）しているものから自動車税、軽自動車

税の課税対象となるものや無形減価償却資産など

を除いたもの

　工場・商店・農業・不動産貸付業・サービス業

などの事業を営んでおり、１月１日現在、勝央町

内に償却資産を所有している個人・法人

◆申告期限

　令和７年１月31日㈮

業種 主な償却資産

不動産賃貸業、
売電事業

外構工事（門扉、塀、緑化施設、側溝など）、ネット、フェンス、受変電設備、
広告塔、看板、箱文字看板、壁面文字、浄化槽・管理設備、駐車場舗装、外灯、
エアコン、屋外の給排水設備、舗装路面、太陽光発電設備一式（屋根材一体型
を除く）　など

製造業、倉庫業、
卸売業

外構工事（門扉、塀、緑化施設、側溝など）、受変電設備、自家発電設備、広告
塔、各種製造設備、旋盤、ボール盤、梱包機、工場などの幹線動力設備、機械
の給排水設備　など

建設業、
工事請負業

ブルドーザ、パワーショベル、大型特殊自動車、発電機、ランマ、タンパ、ロー
ドローラ、パソコン、コピー機、看板、舗装路面、応接セット　など

店舗・小売販売業、
飲食業

受変電設備、広告塔、看板、箱文字看板、壁面文字、駐車場舗装・設備、エアコン、
陳列棚、カウンター、机、いす、厨房設備、冷凍冷蔵庫、カラオケ機器、レジスター
　など

理・美容業、
医・歯科業、
クリーニング業

受変電設備、広告塔、看板、箱文字看板、壁面文字、サインポール、浄化槽・
管理設備、駐車場舗装、理美容いす、エアコン、医療機器（レントゲン装置、
手術機器、歯科診療ユニット、ファイバースコープなど）、ガス（麻酔）設備、
洗濯機、乾燥機、プレス機、ボイラー、ビニール梱包機　など

ガソリンスタンド、
自動車修理業

受変電設備、広告塔、看板、箱文字看板、壁面文字、浄化槽・管理設備、地下タンク・
設備、防火壁、舗装路面、独立キャノピー、洗車機、ガソリン計量器、防犯装置、
コンプレッサー、旋盤、プレス、測定工具、検査工具　など

農業、酪農業

ビニールハウス、動力草刈機、育苗機、バインダー、穀物乾燥機、動力除草機、
防除機（散布機、ミストなど）、籾摺機、精米機、パックヘルパー、ライスグレー
ダー、播種機、モートル、冷蔵倉庫、歩行用トラクター、歩行用田植機、管理機、
溝堀機、キャリア、ボイラー、搾乳機、自動給餌機、パソコン、保冷庫　など

　家屋の屋根などに10kW以上の太陽光パネルを設置して、発電量の全量又は余剰を売電する場合に

は、設置した太陽光パネルなどの設備は固定資産税（家屋または償却資産）の対象となります。償却資

産に該当する場合は、申告が必要です。所有する太陽光発電設備が固定資産税（償却資産）に該当する

かの判断が困難な場合や申告方法などについてご不明な点がある場合は、税務住民部までお問い合わせ

ください。

◆　申告が必要な人　◆

◆　太陽光発電設備など（再生可能エネルギー発電設備）について　◆

◆　申告の対象となるもの　◆

津山税務署からのお知らせです
■問　津山税務署　☎22-3147
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個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。

　かかしの展示や農産物の販売などを通して、地

域への愛着を持ってもらおうと11月４日、豊久

田下地区でふれあい祭が開催され、多くの家族連

れなどで賑わいました。

　地区の実行委員会が毎年この時期に開催してい

るもので、地元の子ども会や個人が制作した１４

体のかかしが立ち並んだほか、落花生や黒枝豆の

収穫体験などが行われました。

　町南部から子どもと一緒に来場していた女性は

「キャラクターを模したかかしもあって子どもも

楽しそう」と目を細めていました。

　このイベントは町の「特色ある地域づくり事業」

にも採択されています。区長の岡本信康さんは「多

くの人が参加してくれて大変嬉しい。工夫を凝ら

してより良い祭にしていきたい」と、今後への意

欲を話しています。

　 1 1 月 1 2

日、勝央文化

ホールでごみ

の減量化、一

斉清掃などの

環境衛生の改

善活動に中心

的役割を果た

し て い る 津

山・真庭・勝

英地域の環境

衛生指導者が

一堂に会し、

講演会などで知識を身に付けることなどを目的と

した「令和６年度環境衛生民間指導者研修会」が

開催されました。

　この中で、美作県民局長表彰が行われ、長年に

わたり、勝央町環境衛生協議会の委員及び会長と

して、環境衛生の改善活動の中心的役割を果たし

たことが認められ、水嶋史朗さんが環協衛生改善

事業功労を受賞しました。

　受賞した水嶋さんは「12年の委員活動が評価

され光栄に思う。今後も一人の町民として地域の

環境整備に貢献したい」と話されていました。

　11月２日、３日の２日間にわたり、勝央町文

化協会と教育委員会の主催で、勝央町文化祭と生

涯学習フェスティバルが開かれました。催しは公

民館や文化ホールなどを会場に、展示の部と芸能

の部に分かれて開催。

　展示の部では陶芸、華道、古文書や絵手紙など

が並びました。芸能の部では、楽器の演奏や歌唱

の披露など、各団体とともに日頃の練習の成果を

発表し、会場を盛り上げていました。

　また、美術文学館では小学生の書道や中学生の

美術作品が多数展示されており、幅広い世代の人

が観覧に訪れ、芸術の秋のイベントを楽しみました。

　10月24日、勝間田保育園の近くにある畑で、

園児らが岡地区の老人会と一緒にサツマイモ掘り

を楽しみました。畑を訪れたのは、勝間田保育園

の４・５歳児の園児たちで、あわせておよそ90

人です。

　この畑には今年６月、老人会と園児らがサツマ

イモの苗を植えて育ててきました。園児たちは、

老人会の人に手伝ってもらいながら、手やスコッ

プで表面の土を取り除いてサツマイモを掘り出

し、みんなで見せ合って喜んでいました。

　子どもたちは「大きなイモが取れた」「変な形の

イモが取れたよ」

などとにぎやかに

作業をしました。

　収獲したサツマ

イモは、持ち帰っ

て給食で楽しんだ

り、 自 宅 に 持 ち

帰ったりして秋の

味覚を楽しみまし

た。

伝えて　繋ぐ　わが町の文化力を入れってよっこいしょ！

ユニークな「かかし」がずらり 長年の功績が評価される

第54回勝央町文化祭・第17回生涯学習フェスティバル

豊久田下地区でふれあい祭 環境衛生改善事業功労

保育園児と老人会で芋掘り作業

▲秋晴れのもとユニークなかかしが立ち並んだ

▲受賞者の水嶋さん

▲収穫したサツマイモを披露する園児

▲文化ホールに展示されたほほえみ天神

防災士資格取得補助のお知らせ
■問　総務部　☎38-3111　*soumu@town.shoo.okayama.jp

　防災士は、社会のさまざまな場で減災と社会の

防災力向上のための活動が期待され、かつ、その

ための十分な意識・知識・技能を有するものとし

て、NPO法人日本防災士機構が認定した人たち

です。

◆時　期　令和７年１月25日㈯・26日㈰

◆場　所　岡山市北区奉還町1-7-7　オルガビル

◆コース　土日コース（２日間）

　　　　　・救命講習付き（全員必修）

　　　　　・防災士資格取得試験　30問

（三者択一形式・８割合格）

　勝央町の防災コーディネーターに登録し、勝央

町の防災事業で積極的に活動できる人を防災士と

して養成します。

　防災士資格取得の費用を勝央町が補助します。

◆補助対象の費用（先着５名まで）

防災士資格取得講座受講料、資格取得試験受験

料、防災士登録料、交通費（条件あり）、宿泊費（条

件あり）

news

お知らせ

◆　防災士とは　◆ ◆　防災士資格取得講座について　◆

◆　勝央町防災士養成事業について　◆

　詳細をご確認されたい人は、総務部までご

連絡ください。
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満１歳になるお子さんです。

笑 顔

１歳のお誕生日

　　　　おめでとう♪

　元気に大きくなってね！



募
集

お知らせのページ

役場への電話・メール
総務部（☎38−3111）
　soumu

@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
　農業・林業・農業委員会

（☎38−3112）
　sangyou

@town.shoo.okayama.jp

　土木・都市計画
（☎38−3113）

　kensetsu
@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
　税　　務（☎38−3114）
　zeimu

@town.shoo.okayama.jp

　国　　保（☎38−3115）
　iryou

@town.shoo.okayama.jp

　戸籍・年金（☎38−3116）
　choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎38−7102）
　福　祉
　fukushi

@town.shoo.okayama.jp

　保健・環境
　kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

上下水道部（☎38−3117）
　上　水
　suidou

@town.shoo.okayama.jp

　下　水
　gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出納室（☎38−1751）
　suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会 教育振興部
　学校教育（☎38−1752）
　gakuji

@town.shoo.okayama.jp

　社会教育（☎38−1753）
　syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎38−1754）
　gikai@town.shoo.okayama.jp

勝央町メール配信
サービス（防災・
行政情報など）

ごみ収集のお知らせ
　12月30日㈪、31日㈫、１月１日㈬、２日㈭、
３日㈮はごみの収集及び振替収集はありません。
　なお、津山圏域クリーンセンターのごみの持ち
込みは12月31日㈫まで受け付けます（有料、日
曜日及び１月１日㈬〜３日㈮は休業）。
　適切な分別を行い、可燃ごみの減量にご協力く
ださい。
問い合わせ先
　健康福祉部　☎38−7102

ごみ分別アプリ
「さんあ～る」

お
知
ら
せ

　12月４日から10日は人権週間です。教育委
員会では、落語家の春風亭昇吉氏（赤磐市出身）
を講師に人権講演会を行います。『笑点』の司
会をしている春風亭昇太師匠に弟子入りし、
2021年に真打に昇進。落語はもちろんのこと
テレビ番組『プレバト』にも出演し俳句の部で
１位をとるなど、数々の場面で活躍されていま
す。軽やかな口調で、落語の世界から見た心温ま
るお話を、笑いを交えながら聞くことができる
と思います。どなたでも参加できますので、皆
さんお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

日　時
　12月９日㈪　10：15〜11：45
場　所
　勝央文化ホール
講　演
　演題「落語の世界から見る人への思いやり」
　講師　春風亭昇吉氏（落語家）
　※この講演会は、サンサン学園第７回講座と

兼ねて開催します。
問い合わせ先
　教育委員会　☎38−1753

人権講演会

放
送
大
学

入
学
生
募
集

も
ぐ
も
ぐ
離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら
90

代
の
幅
広
い
世
代
、
約
８
万
５
千

人
以
上
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。

　

授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が

あ
り
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
、
ま
た
講
師

か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が
あ
り
ま

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
岡
山

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

▼
出
願
期
間

　

第
１
回

　
　

令
和
７
年
２
月
28
日
㈬
ま
で

　

第
２
回

　
　

令
和
７
年
３
月
11
日
㈪
ま
で

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
―２

５
４
―
９
２
４
０

▼
日　

時

　

12
月
17
日
㈫

　

10
時
～
12
時

　

受
付
９
時
45
分
～

▼
場　

所

勝
央
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
和
室

▼
対
象
者

町
内
に
住
民
票
の
あ
る
妊
婦
～

１
歳
ま
で
の
親
子

▼
内　

容

　

離
乳
食
の
調
理
実
習
・
座
談
会

▼
持
参
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、

託
児
セ
ッ
ト
（
妊
婦
は
不
要
）

▼
申
込
期
限

12
月
９
日
㈪
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
部

　

☎
38
ー
７
１
０
２

じ
て
、
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
多
く
の
人
が
交
流
を
す
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
、

自
立
支
援
協
議
会
の
各
部
会
が
合

同
で
さ
ま
ざ
ま
な
お
店
の
出
店
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▼
内　

容

福
祉
事
業
所
で
作
ら
れ
た
各
種

生
産
品
な
ど
の
販
売
、
模
擬
店

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
当
事
者
の
人
が
日
頃
頑

張
っ
て
い
る
活
動
を
発
表
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
障
が
い
福

祉
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
日　

時

　

12
月
７
日
㈯

　

10
時
～
15
時

▼
場　

所

作
東
公
民
館

（
美
作
市
江
見
２
２
６
―
３
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
英
地
域
自
立
支
援
協
議
会
元

気
に
な
ろ
う
や
部
会
事
務
局

岡
山
県
美
作
保
健
所
勝
英
支
所

　

☎
０
８
６
８
―
73
―
４
０
５
４

「
元
気
に
な
ろ
う
や
フ
ェ
ス
タ
」

開
催
！

　

勝
英
地
域
自
立
支
援
協
議
会
で

は
「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
」
を
目

指
し
た
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
毎
年
「
元
気
に
な
ろ
う

や
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
て
お

り
、
フ
ェ
ス
タ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
集
い

参
加
者
募
集

学
校
給
食
調
理
員
の

募　

集

子
育
て
講
座
参
加
者
募
集

（
今
年
度
４
回
講
座
の
２
回
目
）

▼
日　

時

　

12
月
14
日
㈯

　

８
時
45
分

▼
集
合
場
所

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
り

東
側
駐
車
場

▼
コ
ー
ス

　

小
矢
田
城
址
周
辺
を
散
策
し
ま

す
。

▼
持
参
物

　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
思
い
出
（
ス
タ
ン
プ
を

押
し
ま
す
）
、
雨
模
様
の
場
合

は
雨
具
、
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
の

人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

　

保
険
料
50
円

▼
そ
の
他

・
体
調
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
当
日
、
受
付
で
よ
り
詳
し
い

コ
ー
ス
図
を
お
渡
し
し
ま
す
。

・
親
子
連
れ
の
ご
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。

※
日
程
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が

　

勝
央
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
で
働
い
て
い
た
だ
く
給
食
調
理

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

勝
央
町
の
小
中
学
生
に
、
お
い

し
い
給
食
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん

　

子
育
て
・
孫
育
て
中
の
人
、
子

育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
人
、「
い

ま
の
子
育
て
」
「
親
や
大
人
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

な
ど
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
普
段
の
子
育
て
に
生
か
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
講
座
終
了
後

は
、
子
育
て
広
場
「
ち
ゃ
お
」
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
も

あ
り
ま
す
。

※
天
候
に
応
じ
て
、
実
施
を
中
止

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
中

止
の
場
合
は
、
防
災
無
線
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
集
合
場
所
が
分
か
ら
な
い
人

は
、
勝
央
町
公
民
館
に
８
時
15

分
ま
で
に
各
自
、
車
で
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
が
先

導
し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
主　

催

　

勝
央
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会

▼
後　

援

　

い
き
い
き
金
太
郎
健
康
の
郷
づ

く
り
推
進
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
部

　

☎
38
―
７
１
０
２

か
♪

▼
雇
用
形
態

　

会
計
年
度
任
用
職
員

（
給
食
調
理
員
）

▼
勤
務
時
間

　

８
時
～
16
時

（
う
ち
休
憩
１
時
間
）

▼
勤
務
場
所

　

勝
央
町
立
小
中
学
校
の
い
ず
れ

か
で
勤
務

※
勤
務
形
態
、
勤
務
時
間
に
つ
い

て
は
要
相
談

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
事
班

　

☎
38
―
１
７
５
２

で
き
ま
す
。

▼
日　

時

　

12
月
19
日
㈭

　

10
時
～
11
時
30
分

▼
場　

所

　

勝
央
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

▼
内　

容

　

「
子
ど
も
の
生
活
と
発
育
」

　

子
ど
も
へ
の
敬
意
を
も
っ
た
眼

差
し
と
見
守
る
大
切
さ
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

▼
講　

師

　

n
a
n
a
iro

n
o

か
け
は
し
主
宰

佐
藤
裕
子
先
生

※
託
児
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
講
座
へ
の
参
加
は
可
能
で

す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
未
来
室

　

☎
38
―
１
１
９
２

農
地
転
用
を
す
る
と
き
は

農
振
除
外
申
請
を

　

農
振
農
用
地
区
域
（
土
地
改
良

事
業
を
実
施
し
た
土
地
な
ど
農
業

上
の
利
用
を
確
保
す
べ
き
土
地
）

の
農
地
を
住
宅
な
ど
農
地
以
外
の

も
の
に
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
除
外
申
請
は
毎

年
６
月
と
12
月
に
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

12
月
の
農
振
除
外
申
請
の
受
付

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
な

お
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

場
合
は
、
除
外
の
た
め
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
事
前
相
談
は
随
時
お
受
け
し

ま
す
の
で
、
申
請
前
に
あ
ら
か
じ

め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
振
除
外
申
請
は
受
付
か
ら
除

外
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
約
６
カ

月
か
か
り
ま
す
。
な
お
、
申
請
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

除
外
完
了
後
に
農
地
転
用
の
申

請
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
農
地
の
所
有
者
本
人
が
転
用

す
る
場
合
は
農
地
法
第
４
条
の
、

所
有
者
以
外
の
人
が
転
用
す
る
場

合
は
農
地
法
第
５
条
の
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

12
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
建
設
部

　

☎
38
ー
３
１
１
２
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◆◇◆◇◆ 各種無料相談のお知らせ ◆◇◆◇◆
　勝央町や近隣で開催される各種無料相談です。予約が必要な場合もありますので、詳しくはお問い合
わせください。

相談の種類 内　　　　　　容
問い合わせ

予約 日　　程 時　　間 相談場所

特設人権相談

勝央町では「人権週間」に合わせ、人権擁護委員による特設人権相談所を
開設します。
セクハラやパワハラ、家庭内暴力、体罰やいじめ、差別やインターネット
での誹謗（ひぼう）中傷など、「自分の悩みは人権侵害かも？」と思ったと
きは、どんな小さなことでもお気軽にご相談ください。 税務住民部

38−3116

不要 12/4㈬ 10：00〜15：00

役場２階会議室
【相談員】
・安東　一郎（　岡　）
・末菅　悦湖（福　吉）
・長舩　　忠（植月中）

行政相談 行政相談員による行政全般に関する相談 税務住民部
38−3116不要 12/11㈬ 10：00〜12：00 役場２階会議室

消費生活相談 専門相談員による消費生活全般に関する相談
税務住民部
38−3116要 12/17㈫

10：00〜12：00
13：00〜15：00

消費者相談窓口（税務住民部）

結婚相談
結婚支援員による相談受付
対象：結婚を希望する独身男女またはその家族
※随時相談を受け付けてますので希望の日時をお伝えください。

総務部
38−3111

要 随時 役場会議室

　

「
あ
い
さ
つ
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
は
じ
ま
り
で
す
。

ぜ
ひ
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
一
財
）
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
発
行

『
わ
た
し
た
ち
の
手
話　

学
習
辞
典
Ⅰ
』

h
ttp

s
://jfd

.s
h
o
p
-p

ro
.jp

/

「こんばんは」「さようなら」 手
話
で
は
な
そ
う
！

てのひらを前へ向けた
両手を左右から引き寄
せ、目の前で交差させ、

５指を広げた右て
のひらを前に向け
て顔の脇で振る

顔前で右手を
斜めに構える

➡

（
税
務
署
職
員
が
巡
回
し
な
が

ら
指
導
し
ま
す
）

▼
申　

込

不
要
（
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ

り
、
入
場
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
持
参
物

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
の
も

の
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
確
定

申
告
す
る
人
の
も
の
）

※
利
用
者
証
明
書
用
電
子
証
明
書

（
数
字
４
桁
）
及
び
署
名
用
電

子
証
明
書
（
英
数
字
６
～
16
文

字
）
の
２
種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
な
い
人
は
、
ス
マ
ホ
申

告
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

③
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
令
和
６
年

分
の
確
定
申
告
を
行
う
た
め
に

必
要
と
な
る
書
類
一
式

※
必
要
と
な
る
書
類
の
詳
細
な
ど

は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
説
明
会
ま
で
に
書
類
が

揃
っ
て
い
な
い
人
は
、
説
明
会

で
ス
マ
ホ
申
告
の
手
順
を
確
認

し
た
う
え
で
、
後
日
ご
自
宅
に

て
ス
マ
ホ
申
告
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　

☎
22
ー
３
１
０
４

し
ょ
う
。

令
和
６
年
分
確
定
申
告
に
向
け
て
の

「
ス
マ
ホ
申
告
説
明
会
」
を
開
催

第
76
回
人
権
週
間

12
月
４
日
～
10
日

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

県
民
運
動
実
施
中
！

令
和
７
年
度
・
８
年
度
勝
央
町
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

▼
日
時
・
場
所

　

令
和
７
年
１
月
17
日
㈮

　

午
前
の
部

　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
の
部

　
　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

※
い
ず
れ
も
場
所
は
役
場
２
階
大

会
議
室

▼
内　

容

①
ス
マ
ホ
申
告
の
概
要
、
手
順
に

つ
い
て
の
説
明

②
ス
マ
ホ
申
告
に
関
す
る
質
疑
応

答
③
ス
マ
ホ
申
告
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
「
誰
か
」
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
～

　

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本

的
人
権
及
び
自
由
を
尊
重
し
確
保

す
る
た
め
に
、
世
界
の
全
て
の

人
々
と
全
て
の
国
々
が
達
成
す
べ

き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
１
９
４

８
年
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
、
今
年
で
76
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣
言

採
択
を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
12

月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
関
係
機
関
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言

の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
今
年
も
12
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
を
「
第
76
回
人
権
週

間
」
と
し
て
各
種
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
て
、
国
民
・
消
費
者
の
行

動
変
容
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
革

を
強
力
に
後
押
し
す
る
た
め
、
国

民
運
動
「
デ
コ
活
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
の
た

め
に
、
脱
炭
素
社
会
づ
く
り
に

貢
献
す
る
「
製
品
へ
の
買
換
え
」

「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」
「
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
選
択
」
な
ど
を
通

じ
、
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
新
し
い

豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
も
こ
の
取
り
組
み
の
１
つ

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
県
で
は
、
暖
房
に
頼
り
す
ぎ

な
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
・
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
呼
び
か
け
る

「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
県
民
運
動
」
を

11
月
か
ら
３
月
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

過
度
な
暖
房
を
控
え
、
あ
た
た

か
い
服
装
に
し
た
り
、
体
を
温
め

る
食
べ
物
や
飲
み
物
を
取
っ
た
り

す
る
な
ど
「
衣
」
「
食
」
「
住
」
の

ひ
と
工
夫
で
あ
た
た
か
く
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

み
ん
な
で
無
理
な
く
快
適
に
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
み
ま

　

令
和
７
・
８
年
度
に
勝
央
町
が

発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品

の
製
造
・
販
売
、
役
務
の
提
供
に

つ
い
て
、
一
般
競
争
入
札
ま
た
は

指
名
競
争
入
札
（
随
意
契
約
の
見

積
り
も
含
む
）
に
参
加
を
希
望
す

る
場
合
は
、
次
の
期
間
に
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
勝
央
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

▼
受
付
対
象

入
札
参
加
を
希
望
す
る
町
内
ま

た
は
町
外
の
法
人
、
個
人
、
組

合
な
ど

▼
受
付
期
間

　

令
和
７
年
１
月
27
日
㈪
～

２
月
28
日
㈮

※
こ
の
期
間
以
外
は
、
原
則
受
付

し
ま
せ
ん
。

▼
受
付
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子

申
請
に
て
受
付

※
町
内
業
者
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
有
し
て
い
な
い
場
合

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
の
有
効
期
間

　

２
年
間

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
建
設
部
（
建
設
班
）

　

☎
38
―
３
１
１
３

「
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て

12
月
３
日
～
９
日
は
障
害
者
週
間

年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
、
経

済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
促
進

す
る
た
め
、
12
月
３
日
～
９
日
を

「
障
害
者
週
間
」
と
し
て
い
ま

す
。
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
も
が
地
域
や
職
場
、
学
校

な
ど
で
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

い
、
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
部

　

☎
38
ー
７
１
０
２

　

年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動
が
令
和
６
年
12
月
１
日

か
ら
令
和
７
年
１
月
６
日
ま
で
県

内
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

重
点
目
標
と
し
て
は
、

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
夕
暮
れ
時
、
夜
間
な
ど
に
お
け

る
交
通
事
故
防
止
と
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
の
励
行

・
高
齢
者
の
交
通
時
事
故
防
止

・
信
号
機
な
い
横
断
歩
道
に
お
け

る
歩
行
者
優
先
な
ど
の
徹
底

・
運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
使
用
禁
止
の
徹
底

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
歩
行

者
、
自
転
車
利
用
者
も
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
交
通
安
全
を
心
が
け

て
交
通
事
故
を
起
こ
す
こ
と
な

く
、新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　岡山県最低賃金が改定されました。使用者は
最低賃金額以上の賃金を労働者に支払わなけれ
ばなりません。
　時間額：982円
　（効力発生日：令和６年10月２日）
・精皆勤手当・通勤手当・家族手当、時間外･

休日･深夜手当、臨時に支払われる賃金など
は、最低賃金に算入されません。

・「岡山県最低賃金」には、県内の全ての労働
者とその使用者に適用される「地域別最低賃

金」のほか、特定の産業の労働者とその使用
者に適用される「特定最低賃金」があります。

詳しくは、
　右記二次元コード

問い合わせ先
　岡山労働局労働基準部賃金室
　☎086−225−2014
　または最寄りの労働基準監督署へ

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も。

2024.12月号 102024.12月号11



～水道の水漏れにご注意ください～～水道の水漏れにご注意ください～

水道の冬支度は

　お済みですか？

水道の冬支度は

　お済みですか？

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
水
道
管
に
も
冬
支
度
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

水
道
の
水
漏
れ
は
資
源
の
無
駄
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
家
計
の
負
担

に
も
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
自
宅
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
こ
の
機
会
に
自
宅
の
水
道
メ
ー
タ
ー
や
水
道
管
を
点
検
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
の
給
水
装
置
は
、

使
用
者
の
責
任
で
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
水
漏
れ
な
ど
の
異
常
が
な
い
か
、
日

頃
か
ら
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

長
く
家
を
空
け
る
と
き
な
ど
は
、
止
水
栓
を

閉
め
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

な
お
、水
漏
れ
分
に
つ
い
て
も
料
金
請
求
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

者
（
今
月
号
折
込
参
照
）
へ
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
業
者
以
外
の
業
者
で

工
事
を
行
う
と
、
給
水
条
例
に
よ
り
、
給
水
停

止
や
工
事
の
や
り
直
し
、
過
料
を
課
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
修
理
が
終
わ
る
ま
で
は
、
で
き
る
だ
け

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

○
水
漏
れ
の
場
所
が
分
か
る
場
合
は
、
布
や

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
る
な
ど
の

応
急
措
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

漏
水
時
に
は
地
下
な
ど
の
埋
設
管
に
限

り
、
料
金
が
減
額
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
で
修

繕
さ
れ
た
後
、
施
工
前
後
の
写
真
な
ど
の
必

要
書
類
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

道
路
に
埋
め
て
あ
る
水
道
管
は
、
重
量
車

両
の
走
行
や
地
盤
沈
下
、
管
の
老
朽
化
な
ど

が
原
因
で
漏
水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
漏

水
を
放
置
し
て
お
く
と
、
大
切
な
水
を
無
駄

に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
き
な
事
故
を
引

き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
道

路
で
漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
勝
央
町
役
場
上

下
水
道
部
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

偶
数
月
の
20
日
か
ら
月
末
に
か
け
て
、
検

針
員
が
各
戸
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
き
れ
い
に
す
る

・
犬
は
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離

し
て
つ
な
い
で
お
く

※
検
針
し
に
く
い
位
置
に
あ
る
、
水
や
泥
が

流
れ
込
ん
で
く
る
、
建
物
内
に
あ
る
な
ど

の
場
合
に
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
移

設
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
水
が
赤
っ
ぽ
い

　

水
道
工
事
や
消
防
活
動
、
漏
水
事
故
な
ど

に
よ
っ
て
、
水
道
管
路
内
に
普
段
と
違
う
流

れ
が
起
き
た
と
き
に
、
一
時
的
に
管
内
の
鉄

さ
び
が
流
れ
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
ば

ら
く
の
間
、
飲
み
水
に
使
用
す
る
の
を
避

け
、水
を
出
し
続
け
る
と
濁
り
が
と
れ
ま
す
。

●
水
が
白
っ
ぽ
い

　

水
の
中
に
小
さ
な
気
泡
（
空
気
）
が
入
る

と
水
が
白
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
（
漏
水
事
故
の

修
理
後
に
よ
く
発
生
し
ま
す
）
。
し
ば
ら
く

す
る
と
透
明
に
戻
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
こ
の
数
値
を
前
回
指
針
の
数
値
か
ら
差
し

引
い
て
当
期
の
使
用
水
量
を
量
り
ま
す
。
単

位
は
㎥（
立
方
メ
ー
ト
ル
＝
１
０
０
０
ℓ
）
。

②
１
０
０
ℓ
単
位
を
表
示

③
10
ℓ
単
位
を
表
示

④
１
ℓ
単
位
を
表
示

　

下
記
メ
ー
タ
ー
は
、
１
２
８
・
０
７
２
㎥
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
④
を
見
る
こ
と
で
、
お
お

よ
そ
の
漏
水
量
を
量
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

水
道
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
蓋
を
開
け
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の

６
角
形
の
も
の
）
を
見
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
回
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅

内
で
は
漏
水
し
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た
ら
、
ど
こ
か
で
漏
水

し
て
い
る
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
、
気
温
が
低
い
日
が

続
き
ま
す
。
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に

な
る
と
、
給
水
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
、
蛇
口

が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
す

　

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
の
漏
水
に
つ
い
て

は
、
使
用
者
が
修
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
は
、
勝
央
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

　

勝
央
町
役
場
上
下
水
道
部

　

勝
央
町
小
矢
田
45
ー
１

（
勝
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
38
ー
３
１
１
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口
座
振
替
は
、
皆
さ
ん
の
預
金
口
座
か
ら

水
道
料
金
を
自
動
的
に
お
支
払
い
い
た
だ
く

方
法
で
、
納
入
期
限
を
忘
れ
ず
に
済
み
、
支

払
い
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
す
。

　

預
金
通
帳
、
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
次

の
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

・
中
国
銀
行

　

・
津
山
信
用
金
庫

　

・
晴
れ
の
国
岡
山
農
協

　

・
郵
便
局

　

な
お
、
奇
数
月
の
25
日
（
休
業
日
の
場
合

は
翌
営
業
日
）
が
振
替
日
に
な
り
ま
す
の

で
、
通
帳
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

漏
水
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト


　
心
当
た
り
が
な
い
の
に
、
水

道
の
使
用
料
が
増
え
て
い
る
。

　

水
道
管
の
通
っ
て
い
る
付
近

の
地
面
や
配
管
の
あ
る
壁
な
ど

が
湿
っ
て
い
る
。

　

水
道
を
使
っ
て
い
な
い
の

に
、
蛇
口
や
壁
に
耳
を
当
て
る

と
、
シ
ュ
ー
ッ
と
水
の
流
れ
る

よ
う
な
音
が
す
る
。

　

側
溝
な
ど
に
い
つ
も
き
れ
い

な
水
が
流
れ
て
い
る
。

　

水
洗
ト
イ
レ
タ
ン
ク
や
全
自

動
洗
濯
機
な
ど
の
水
道
に
つ
な

が
っ
た
機
器
に
水
漏
れ
は
な
い

か
。

る
事
故
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

凍
結
に
備
え
て
、

予
め
保
温
材
を
巻
く

な
ど
の
保
温
措
置
を

施
し
、
水
漏
れ
の
点

検
を
こ
ま
め
に
行
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

給
水
装
置
は
自
己
管
理

埋
設
管
漏
水
に
よ
る

料
金
の
減
額

道
路
漏
水
を
見
か
け
た
ら

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
ご
協
力
を

水
が
濁
る
と
き
は

水
道
メ
ー
タ
ー
の
見
方

漏
水
を
見
つ
け
る
に
は

水
道
管
に
冬
支
度
を

漏
水
を
見
つ
け
た

ま
た
は
疑
い
が
あ
る
と
き
は

問
い
合
わ
せ
先

水
道
料
金
は
口
座
振
替
で

水道メーターメーターボックス

止水栓

閉
め
る

水道メーター
0-

1-0128

型承L0817号24
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パ
イ
ロ
ッ
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③

②

④

▲メーターボックスに
タオルをかぶせた状態


水
道
管
に
保
温
材
を
施
し
た
状
態
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　12月１日から、お勤め先での年末調整や税務署での確定申告などで必要な場合、該当する年の１月

〜12月に納めた保険税額の納付証明書を請求できます。過去５年までさかのぼって発行可能です。発

行手数料はかかりませんが、平日のみの交付となります。

〈注意〉

○国民健康保険税は住民票上の世帯主が世帯員分の納税義務者となるため、世帯全員の保険料の合計金

額を世帯主に請求しています。（国民健康保険法第76条による）

○同一世帯に複数の加入者がいる場合でも、お知らせできる納付済み額は、世帯全員の合計となります。

世帯員ごとの内訳は計算いたしかねますので、あらかじめご了承ください。

○納付済み額はお電話では回答できませんので、お手元の領収書や通帳をご確認いただくか、納付済み

証明書を請求ください。

○全額を年金天引きで納めた世帯は、年金の源泉徴収票に記載されるため、納付証明書は発行されません。

国民健康保険税納付証明書の交付について
■問　税務住民部税務班（3番窓口）　☎38-3114

news

お知らせ

金
時
祭
と
栗
柄
神
社

　

数
え
切
れ
ぬ
女
性
や
子
供
、
姫ひ
め

君ぎ
み

を
攫さ
ら

っ
て
は
引
き
裂さ

き
食く
ら

う
な

ど
暴ぼ

う

虐
ぎ
ゃ
く

非ひ

道ど
う

を
重
ね
た
丹た

ん

波ば
の

国く
に

大お
お

江え

山や
ま（
現
京
都
府
）
の
酒さ
け

浸び
た

り
の

鬼き

神じ
ん

…
酒し

ゅ

呑て
ん

童ど
う

子じ

!!
怪か

い

異い

を
引
き
起
こ
し

数あ
ま

多た

の
生い

の

ち命
を
奪う
ば

い
人
の
世
を
脅
お
び
や

か
す
妖

怪
…
土つ

ち

蜘ぐ

蛛も

!!
こ
う
し
た
数
々
の
魑ち

魅み

魍も
う

魎り
ょ
うを
相あ
い

手て

取ど

っ
た
武
勇
伝
で
知
ら
れ
る
平

安
時
代
中
期
の
武
将
…

源

み
な
も
と
の

頼よ
り

光み
つ（

９
４
８

～
１
０
２
１
）
の
手
足
と
な
っ
て
闘
た
た
か

う
頼よ
り

光み
つ

四し

天て
ん

王の
う

の
一
人
、
妖
怪
退
治
に
お
い
て

も
豪ご

う

快か
い

に
活
躍
し
て
見
せ
た
圧
倒
的
剛ご

う

勇ゆ
う

…
坂さ
か

田た
の

公き
ん

時と
き（
金
時
）
そ
の
人
の
“
死
”
に

ま
つ
わ
る
物
語
が
勝
央
町
に
は
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
時
は
寛か
ん

弘こ
う

７
年
（
１
０
１
０
）
、

平
均
寿
命
が
50
歳
と
も
言
わ
れ
る
平
安
時

代
に
お
い
て
な
ん
と
63
歳
の
高こ
う

齢れ
い

に
し
て

凶き
ょ

徒う
と

を
退
治
す
べ
く
筑ち

く

紫し

（
九
州
）
へ
と
向

か
っ
て
い
た
頼
光
の
軍
勢
に
侍じ

臣し
ん

と
し
て

従じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

し
て
い
た
55
歳
の
公
時
は
長
い
旅

の
そ
の
途
中
、
降こ
う

雪せ
つ

の
た
め
駐
ち
ゅ
う

屯と
ん

し
た
現

勝
央
町
、
平
た
い
ら

地
区
と
岡お
か

地
区
に
跨
ま
た
が

る
糸い
と

山や
ま

に
て
病
や
ま
い

を
患
わ
ず
ら

い
鬼き

籍せ
き

に
入い

る
こ
と
に
…
そ

の
後
い
つ
の
頃
か
ら
か
周
辺
住
民
は
公
時

を
神
…
倶く

利り

伽か

羅ら

大だ
い

明
み
ょ
う

神じ
ん

と
し
て
糸
山

西
側
麓ふ
も
との
栗く
り

柄か
ら

神じ
ん

社じ
ゃ（
平
地
区
）
に
て
祀ま
つ

る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
「
倶く

利り

伽か

羅ら

」
と
は
イ
ン
ド
の
八
大
龍
王
の
一
王
で

あ
る
黒こ

く

竜り
ゅ
うの

名
“k

ク

リ

カ

u
lik

a

”
の
音お

ん

写し
ゃ

で
あ

り
、
ク
リ
カ
（
ラ
）
竜
王
は
病
や
ま
い

を
治ち

癒ゆ

し
雨

を
降
ら
せ
る
と
言
わ
れ
、
ま
た
不ふ

動ど
う

明
み
ょ
う

王お
う

の
化
身
で
あ
り
、
さ
ら
に
不
動
明
王
は

大だ
い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

の
化
身
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
陽ひ

射ざ

し
未い
ま

だ
夏
の
面お
も

影か
げ

残
す
秋
晴
れ

の
下も
と

、
町
内
各
所
の
人
々
が
集
い
盛
大
に

催も
よ
おさ

れ
た
第
43
回
勝
央
町
金き

ん

時と
き

祭
ま
つ
り（

２
０

２
４
）
の
前
日
、
栗
柄
神
社
に
は
天て
ん

保ぽ
う

６
年

（
１
８
３
５
）当
時
の
幟

の
ぼ
り

が
立
ち
ま
し
た
。

公
時
が
初
め
て
文ぶ
ん

献け
ん

に
登
場
し
た
の
は
平

安
時
代
の
説
話
を
集
め
た
『
今こ

ん

昔
じ
ゃ
く

物も
の

語
が
た
り

集し
ゅ
う』（
１
１
２
０
年
頃
成
立
）
。
江
戸
時
代

に
は
頼
光
四
天
王
躍や
く

動ど
う

す
る
数
々
の
新

作
、
そ
し
て
「
坂
田
」
と
い
う
苗

み
ょ
う

字じ

が
生

ま
れ
、
公
時
の
子
「
金
平
」
活
躍
す
る
物

語
が
一い

っ

世せ
い

を
風ふ

う

靡び

し
た
そ
の
先
で
父
、
公

時
の
生
い
立
ち
も
語
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
し
て
…
“
金
太
郎
”
は
誕
生
し
た

そ
う
で
す
。
勝か
つ

間ま

田だ

地
区
・
中
之
町
公
園

に
金
太
郎
像
が
平
地
区
よ
り
寄き

贈ぞ
う

さ
れ
、

第
１
回
目
の
金
時
祭
が
開
催
さ
れ
た
の
は

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
３
月
下
旬
の
こ

と
。
そ
ろ
そ
ろ
公
時
の
孫
や
曾ひ

孫ま
ご

、
或あ
る

い

は
転
生
者
!?
が
生
ま
れ
育
っ
て
活
躍
し
て

も
い
い
頃こ

ろ

合あ

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

勝
央
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊活動日誌

水谷　一

　交付請求できるのは加入者及び同一世帯員で、本人確認書類（免許証、マイナンバーカードなど）

が必要です。

　別世帯の人が来られる場合は、委任状をご用意ください。

　特定疾患患者に激励金を支給することにより、患者の精神的経済的負担の軽減と福祉の増進を図るこ
とを目的として、令和６年度の申請受付を開始します。12月１日時点で、次の①〜④の全ての条件を
満たす人は、必要なものを揃えて申請にお越しください。
※勝央町心身障害者等長期介護者報償金と併せて受給することはできません。
①12月１日時点で、引き続き１年以上、勝央町内に居住している人
②次に掲げるいずれかの人
・岡山県特定疾患治療研究事業実施要項により、特定疾患治療研究事業の認定を受け、かつ治療中の人
・難病の患者に対する医療等に関する法律第７条第１項に基づく支給認定を受け、かつ治療中の人
・岡山県小児慢性特定疾病医療費支給認定実施要領により認定を受け、かつ治療中の児童などの保護者
・腎不全などにより、人工透析治療を週１回以上受けている人
③令和６年度の町民税所得割非課税世帯の人
④申請者及びその世帯員に、町税（使用料・徴収金を含む）などの未納がない人
◆支給する激励金の額　年額６万円
◆持参していただく書類など
　① 次のいずれかの受給者証
　　・特定疾患医療受給者証　　・特定医療費受給者証　　・小児慢性特定疾病医療受給者証
　　・特定疾病療養受療証（※人工透析関係のものに限る）
　　・自立支援医療受給者証（更生医療）（※人工透析関係のものに限る）
　②金融機関通帳（申請者名義（対象者が未成年の場合、保護者名義）のもの）
　③令和６年度町県民税課税証明書（世帯分）
◆受付期間　12月２日㈪〜９日㈪

　放送法第64条第２項の規定による放送受信料の免除は、それぞれの要件を満たす人と、その世帯を
対象に次のとおり実施しています。
次の要件に該当し、免除を希望する人は、該当の証明書と印鑑を持参して総合保健福祉センター窓口へ
申請にお越しください。

・生活保護受給者
・身体障害者手帳を持つ人がいる町民税非課

税世帯
・療育手帳を持つ人がいる町民税非課税世帯
・精神障害者保健福祉手帳を持つ人がいる町

民税非課税世帯

・１級・２級の身体障害者手帳を持つ人が世
帯主かつ受信契約者である場合

・視覚・聴覚障害の身体障害者手帳を持つ人
が世帯主かつ受信契約者である場合

・Ａ判定の療育手帳を持つ人が世帯主かつ受
信契約者である場合

・１級の精神障害者保健福祉手帳を持つ人が
世帯主かつ受信契約者である場合

◆　全額免除の対象　◆ ◆　半額免除の対象　◆

NHK放送受信料免除対象確認フロー図

町民税非課税世帯である

世帯の中で障害者手帳
（身体・療育・精神）
を持っている人がいる

世帯主かつNHKの放送
受信契約者である

次のいずれかを持っている
・１級・２級の身体障害者手帳
・視覚・聴覚の身体障害者手帳
・Ａ判定の療育手帳　　　　　
・１級の精神障害者手帳　　　

全額免除 非該当 半額免除

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

NHK放送受信料（全額・半額）免除対象者について

特定疾患闘病者激励金申請受付について

■問　健康福祉部　☎38-7102

■問　健康福祉部　☎38-7102
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勝央中学校生徒会だより
　
「
勝
央
中
学
校
生
徒
会
だ
よ
り
」
で
は
、
よ
り
良

い
中
学
校
生
活
へ
向
け
た
活
動
や
地
域
貢
献
に
取
り

組
ん
で
い
る
勝
央
中
学
校
生
徒
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

11
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間
、
２
年
生
は

職
場
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。
職
場
体
験
で
は
礼
儀
作

法
や
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
、
仕
事
に
取
り
組
む

責
任
感
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
職
場
体
験
を
通
し
て

自
分
の
将
来
を
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
進
路
選
び
に
役
立
て
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
３
年
生
は
11
月
14
日
・
15
日
に
期
末
テ
ス

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
１
・
２
年
生
は
11
月
28
日
・
29

日
に
期
末
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
２

学
期
最
後
の
テ
ス
ト
で
す
。
生
徒
会
で
も
各
ク
ラ
ス

の
学
級
委
員
長
と
協
力
し
て
勉
強
時
間
や
メ
デ
ィ
ア

時
間
を
可
視
化
す
る
「L

e
t's

 s
tu

d
y

」
と
い
う
勉

強
を
促
す
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
を
活
用
し
、
生
徒
全
員
が
前
回
の
テ
ス

ト
よ
り
良
い
結
果
に
な
る
よ
う
に
質
問
教
室
を
利
用

し
て
友
だ
ち
や
先
生
に
解
き
方
を
教
え
て
も
ら
い
、

自
分
な
り
に
努
力
し
て
勉
強
を
し
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
を
通
し
て
学
校
全
体
で
の
学
力
向
上
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
勝
央
中
学
校
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

勝
央
中
学
校
生
徒
会
本
部

読んでみんちぇ〜

岡山しょうおうチャンネル
byしょうおう志援協会

☎２０−１８１１
（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）

◆志援協会のPRをさせてもらいました！◆
　今回はしょうおう志援協会の取り組みを紹介させていただく機会を２件ほどいただいたのでご報告し

ます。

　まずは１件目ですが、10月15日に「総社市街地町内会連合会リーダー視察研修」があり、総社市か

ら約20人がシェアスペースに訪問されました。

　志援協会の取り組みに興味を持ち、熱心に質問もいただきました。まちづくりの楽しさと難しさをお

互いに共有し、とても有意義な時間になりました。

　２件目は、10月26日にシロヤマテラスで開催された「みま咲く未来フォーラム」にて、当協会会長

の本行才
まさ

泰
ひろ

が登壇し、「好奇心の赴
おもむく

くままに」と題した講演を行いました。高校生に向けたメッセージと

して、学生時代に感じ、経験したことが現在につながっている

ことを語り、勝央町・勝間田高校との三者協定についてご紹介

させてもらいました。

　みま咲く未来フォーラムの記事やYouTube動画は下記の二

次元バーコードから詳しくご覧いただけます。

勝央町介護予防事業　めざせ！いきいき地域活動通信

良い睡眠から健康づくり
Vol.83

　日照時間が短くなり、長かった夏とは違う生活リズムに、戸惑ってはいませんか。

　睡眠は最も重要な休養行動です。ご自身の睡眠を見直してみましょう。

☆加齢とともに、必要な睡眠時間が減少するとともに、早寝・早起き傾向になります。

☆１人で行う運動習慣も睡眠改善に有効ですが、集団で行う運動やレクリエーション活動も睡眠の質を

向上させます。地域包括支援センターや社会福祉協議会が主催または共催している教室や事業を紹介

します。日中の活動量をあげ、良質な睡眠を心がけましょう！

◆相談・問い合わせ先

　勝央町地域包括支援センター　☎38−3028 総社市からの視察研修のようす
みま咲く未来フォーラム

山陽新聞記事
みま咲く未来フォーラム

YouTube

あてはまるかチェックしてみましょう 改善ポイント

第１原則

□　寝床で過ごす時間が長い　
適度な長さで、休養感のある睡眠をとりま
しょう。寝床に８時間以上とどまらないよ
うにしましょう。

□　朝目覚めたときに休まった感覚がない

□　日中に眠気が強い

第２原則
□

　寝室環境が快適でない
　　（例：寒い、暑い、うるさい） 光・温度・音に配慮した、良い睡眠のため

の環境づくりを心がけましょう。
□　照明・テレビなどをつけたまま寝る

第３原則
□　日中の運動量が少ない 適度な運動、バランスのよい３食をとり、

生活リズムを整えましょう。□　食事が不規則だ

第４原則
□　夕方以降によくカフェインを摂る

カフェイン、お酒、たばこを控えめに。
□　喫煙や寝酒習慣がある

第５原則 □
　睡眠環境、生活習慣、嗜好品のとり方

を改善しても眠りの問題が続いている
眠れない、眠りに不安を覚えたら医療機関
などに相談しましょう。

※個人差があると思いますが、あてはまる項目が多い人は要注意！

教　室　名 対　　象 内　　　　　　　容　　　　　　　等

ぐるっと筋力アップ教室
開催している

公会堂などの近隣住民
各公会堂などで行われる地域のサロン、交流、体
操の場です。

ノルディックウォーキング

60歳以上の町民
※医師から運動制限の

ある人はお断りする
場合があります。　

ノルディックポールを使った歩き方講習会。
（次回は２月７日㈮午前）

プール利用助成事業 40歳以上の町民
奈義町のプールを自分のペースでウォーキングで
きます。
町が利用料の一部を助成しています。

くらしの保健室

町内在住の人は
どなたでも

さとう記念病院主催の認知症カフェ、健康長寿教
室。月１回、概ね第３週目に、植月（火曜日）、
吉野（金曜日）、古吉野（月曜日）の午後に各コミュ
ニティセンターで実施。

よりどころカフェ
よりどころ薬局（岡）主催の認知症カフェ、フレ
イル予防教室。月１回、概ね第３水曜日の午後に
よりどころ薬局で実施。

健康麻雀交流会
勝央町社会福祉協議会主催の麻雀交流会です。月
２回、概ね第２・４水曜日の午前に総合保健福祉
センターで実施。

各教室へ参加したい人はいつでもご相談ください。
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▲  チケット販売・問い合わせ先 

▲

勝央町公民館　☎３８－１７５３

ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00（※入館は17：30まで）

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod005.apsel.jp/shoo-lib/
休 館 日：12/1〜7・9〜31 休 館 日：12／2・9・12・16・23・27〜31

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

【町民ギャラリー１】入場無料

・「箏曲 紫音 琴のしらべ」
（12月8日12：00開場　12：30開演）

第３回こども怪談コンクール結果発表
　10月13日㈰に、夏に募集をしていた「第３回
こども怪談コンクール」の賞状伝達式を行いまし
た。今回は、全国から小学生99点、中学生24点、
合計123点の作品をご応募いただきました。入
賞作品及び入賞者は以下の通りです。
◆小学生の部
　特　賞　井戸の中には（森本　彩希）
 勝央町立勝央北小学校５年生
　優秀賞　ことばの木（田畑日奈子） 鹿児島市立宇宿小学校２年生
　入　選　待ち合わせ（浅尾　理咲）
 東京学芸大学附属世田谷小学校４年生
　　　　　ぷちぶち怖い話（浅霧心由希）
 勝央町立勝央北小学校６年生
　　　　　トウモロコシ（ペンネーム：さくらこ）
 勝央町立勝央北小学校６年生
　　　　　きょうふのピ・ポ・パ（ペンネーム：そうちゃん）
 江東区立豊洲西小学校４年生
　　　　　かぐやさん（若狹　早）
 愛媛大学教育学部附属小学校１年生
　佳　作　埴輪（ペンネーム：シャーク）
 中野区立鷺の杜小学校４年生
　　　　　木の下の小さなドア（ペンネーム：じゅん）
 勝央町立勝央北小学校６年生
　　　　　ぼくにしか聞こえないふしぎな音（平林　樹）
 青山学院初等部２年生
　　　　　うたとヒカリ（ペンネーム：ペコりん）
 津山市立南小学校５年生
　　　　　スノーノイズ（ペンネーム：末田　結）
 白岡市立大山小学校５年生
◆中学生の部
　特　賞　かくれんぼ（棟方　有紀） 仙台市立八木山中学校３年生
　優秀賞　風呂（ペンネーム：早川葵）
 東京都立桜修館中等教育学校３年生
　入　選　ダジャレ（池田　琴音） 勝央町立勝央中学校１年生
　　　　　わすれないで（ペンネーム：Ａ）
 広島なぎさ中学校３年生
　佳　作　タンタタン（ペンネーム：オルール）
 渋谷教育学園渋谷中学校１年生
　　　　　次はあなたに（ペンネーム：フクアユカオリ）
 美咲町立柵原学園７年生

　入賞作品は作品集としてまとめ、休館中も勝央
美術文学館入口にて配布しています。興味のある
人はぜひお手に取ってみてください。

◆年末年始の休館
　12月は展示替え作業のため休館します。新年
は、１月７日㈫から「ミマサカコドモ絵画展」を
開催します。お楽しみに！

『私の死体を探してください。』

（星月渉　著／光文社）

　人気作家がブログで自

死をほのめかし「私の死

体を探してください」と

いう文章を残し消息を

絶った。その後もブログ

は更新され、さまざまな

秘密が暴露されていく。

　津山市出身の作家が綴

るノンストップスリラー

です。

一 般 書

・『世界一簡単！

70歳からのスマホの使いこなし術』

　（増田由紀　著／アスコム）

・『日本扇の謎』　　　（有栖川有栖　著／講談社）

・『片足で挑む山嶺』　　（桑村雅治　著／幻冬舎）

児 童 書

・『千両みかん−絵本で落語！−』

　（もとした いづみ　文・長谷川義史　絵／

フレーベル館）

・『こどもホモ・サピエンス

　　−人類の起源、

日本人のルーツについて考える本−』

　（国立科学博物館人類研究部　監修・

ライブ　著／カンゼン）

◆クリスマスイベントのお知らせ

・期間：12月１日㈰〜25日㈬

　　　　※図書館休館日を除く

・期間中に本を借りた人に数字のシールをお渡し

します。それをビンゴシートに貼って、一列揃っ

たらビンゴです。ビンゴの人には素敵なプレゼ

ントをお渡しします。（プレゼントがなくなり

次第終了）

・期間中に図書館入口に特大アドベントカレン

ダーを設置します。一緒にクリスマスまでをカ

ウントダウンしましょう。
　

出典：TooLi
（TRC図書館流通センター）

■津山子ども広場・勝央文化ホール連携事業「サーカスの灯」

〔チケット好評発売中！〕
【内　容】海外でも数々の受賞歴がある実力派コンビ、ChangとLONTOが贈る、子どもの

頃読んだ大切な絵本を今でも思い出せるような…そんな温かさの灯る舞台をお届け

します。

【日　時】12月14日（土）開場／14：30　開演／15：00　終演予定／16：00

【入場料】一般　2,500円

　　　　　※全席自由席／当日券は500円UP

■SHOO ONKATSU GALACONCERT〔チケット好評発売中！〕
【内　容】第１部は、木管五重奏、金管五重奏、サクソフォン四重奏によるそれぞれのミニコ

ンサート、第２部では、打楽器パートを加えたKINTOKI WIND ORCHESTRAを

特別編成し、この日のために作られた「勝央幻想〜ウィンドアンサンブルと打楽器

のための〜」を初演します。クラシック音楽会の第一線で活躍するアーティストに

よる吹奏楽の醍醐味をお楽しみください。

【日　時】令和７年１月26日（日）開場／13：30　開演／14：00　終演予定／16：00

【入場料】一般　2,000円／高校生以下　1,000円

　　　　　※全席指定／当日券は500円UP／未就学児は入場できません。

　コーラス・舞踊・楽器演奏など、旧勝田郡内で活動を行っている高校生以下の個人またはグループの

人、日頃の練習の成果を披露してみませんか？

◆日　　時　令和７年２月９日㈰　開場／12：30　開演／13：00　終演／16：00（予定）

　　　　　　※開場・開演時間は変更になる場合があります。

◆会　　場　勝央文化ホール

◆参加資格　 旧勝田郡内で活動している高校生以下の個人またはグループ。ただし、メンバーの過半数

が旧勝田郡内に住所を有していること。

◆参 加 費　無料

◆募集分野　合唱・舞踊・吹奏楽・和太鼓・ダンスほか

◆申込方法　 参加申込書に必要事項をご記入のうえ、公民館へご提出ください。参加申込書は公民館ま

たは、勝央町ホームページからもダウンロードできます。

◆申込締切　12月25日㈬必着

◆問い合わせ先　公民館　TEL38−1753

令和６年度かつたっ子フェスティバル参加者募集
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えーがん♥勝央
　　　　写真館

～読者が撮る身近な　　
　　写真をお届けします～

ヒト・モノ・風景や街並み、グルメな
ど町の魅力が伝わる写真を大募集！選
考のうえ、広報紙や町の
公式SNSなどに掲載し
ます。右の投稿フォーム
か郵送（持参可）の方法
で投稿してください。
問：総務部
　　☎38－3111

読者プレゼント今月の ■問　総務部　☎38-3111

【投稿フォーム】

プレゼント内容

ＤＡＴＡ

町マスコットキャラクター「きんとくん」
今月のプレゼントは2011年に誕生し、町民から愛され続ける
キャラクターきんとくんグッズのセットです。セット内容は、定
番商品の「ストラップ」「タオル」に加えて、70周年を記念し
て勝間田高校に製作を依頼した「マンホール型コースター」の３
点です。特にコースターは非売品の貴重なものですので、皆さん
ぜひご応募ください！

応募方法

郵便番号・住所・氏名・
電話番号・広報紙を読ん
だ感想をご記入のうえ、
応募フォームまたはハガ
キ（総務部窓口への持込
可）でお申込みくださ
い。

◆応募締切12/16㈪必着

※１人１通まで有効。

※当選者の発表は引換券
の発送をもってかえさ
せていただきます。引
換券を指定の場所に持
参し、プレゼントと交
換してください。

7 0 9 4 3 1 6

勝
央
町
勝
間
田
２
０
１

勝
央
町
役
場
総
務
部

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

応募フォーム

商品の提供事業者募集中！
詳しくはHPまたは総務部
へお問い合わせください。

きんとくんグッズ
３点セットを

３名様に
プレゼント！

明日は絶対、晴れ!!

サイクリングの帰り道。今日
は、最高に綺麗な夕焼け空だっ
た。

ジェイくん（植月中)

オレンジ色の空

明日へ向かうオレンジ色の空へ
羽ばたいていく

KANADE（平)

晴天の大祭

晴天の中良い金時祭でした。
山本昌幸（岡)

晩秋の風物詩ですね。

たまたま伺った家の軒先に色合
いが綺麗な柿が連なっていたの
で写真に撮りました。

山下好美（畑屋）

根性桜

猛暑を耐え抜いてさいたソメイヨシノ
ゆみちゃん（小矢田）

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ

12月15日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４
ホームページ　http://www.alis-nv.com

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

今月の

イチオシ
！

　今月から２月末まで冬季期間のため、休園日が毎週火曜日と水曜日になります。また年末年始は12月
24日㈫から１月１日㈬まで休園となり、２日㈭より営業いたします。よく園内にお散歩に来られる人、
お買い物に来られる人は特にお間違えないよう、お気を付けくださいね！

　今年も残りわずかとなりました。今年１年もたくさんのお客さまに遊びに来ていただき、スタッフ一
同感謝しております。１年の間に数々のイベントも開催させていただきました。
　また、来年もたくさんのお客さまに遊びに来ていただけるよう、頑張りますのでよろしくお願いいた
します。
　今年１年、誠にありがとうございました。

休園日・年末年始お知らせ

Ｒ６.12月 Ｒ７.１月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 休 3 休 4 5 6 7 休 １ 2 3 4

8 9 休 10 休 11 12 13 14 5 6 休 ７ 休 ８ 9 10 11

15 16 休 17 休 18 19 20 21 12 13 休 14 休 15 16 17 18

22 23 休 24 休 25 休 26 休 27 休 28 19 20 休 21 休 22 23 24 25

休 29 休 30 休 31 26 27 休 28 休 29 30 31

《人気のロッジに宿泊》
　年末年始はノース
ヴィレッジのロッジ
が お 勧 め で す よ！
ノースヴィレッジの
ロッジは全部で５棟
あります。
　和洋室タイプが２
棟、和室タイプが３
棟あり、２階は広々
としたロフトになっ
ています。
　風呂、トイレは別
でキッチンには調理
器具もあるので自
炊することもでき
ま す。 食 材 持 ち 込
みで自炊ができてリーズナブル！最安で２名様
11,500円から宿泊できます！
　１棟最大11名まで泊まれるお部屋は、忘年会
＆新年会に大人気！
　ぜひ、ご利用くださいね！

《ジョッキーベイビーズ結果２位！》
　全国ポニー
競 馬 選 手 権
「ジョッキー
ベイビーズ」
が 1 0 月 1 3
日 に 開 催 さ
れ、ホースス
クール所属の
佐々木天馬く
ん が な ん と
堂々の２位！
来年は１位を
目標に現在は
乗馬ライセン
ス障害３級取
得 に む け て
日々練習を頑
張 っ て い ま
す。
　にんにんホーススクールでは乗馬ライセンス５
級を取得することができます。初めてでも大丈夫
です。スタッフが一人ひとりに合わせてレッスン
していきます。
　全９コマ（１コマ30分）＋筆記試験
　料金　受講料30,000円＋申請料11,000円
　持っていたらかっこいい乗馬の検定を一緒に取
得しませんか？詳しくは直接お問い合わせくださ
い♪

【問い合わせ先】
　にんにんホーススクール　38−7558
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「
展
示
の
部
」
出
展
は
昨
年
よ
り
増
え
24
団
体
（
個
人
・
招
待
・

特
別
展
示
含
む
）
で
し
た
。
絵
画
や
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芸
、
書
、
文
芸
、
華
道
、
映

像
展
示
な
ど
さ
ま
ざ
ま
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ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
並
び
ま
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た
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「
芸

能
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部
」
出
演
は
14
団
体
（
個
人
・
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待
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む
）
で
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た
。
芸
能
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表
で
は
、
日
頃
の
練
習
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成
果
を
発
揮
し
、
出
演
者
も
観
客
も
と
も

に
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め
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す
ば
ら
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い
ス
テ
ー
ジ
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り
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た
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展
・
出
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出
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・
ご
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だ
い
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皆
さ
ま
、
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に
ご
協
力
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た
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た

皆
さ
ま
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誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
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た
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）

文
化
祭
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

◆詳細・問い合わせ先
　年金加入者ダイヤル（☎0570−003−004）
　津山年金事務所（☎31−2360）
　税務住民部年金担当（☎38−3116）

■町社会福祉協議会へ

◇勝間田　竹内龍一郎（亡父　宏行）

国
民
年
金

だ
よ
り

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

　11月号の11ページに掲載した後期高齢

者医療制度の記事で資格確認書の交付に申請

が不要な範囲について、

「紙の保険証が使えなくなった人（紛失など

による再発行を含む）」と記載しておりまし

たが、正しくは「紙の保険証が使えなくなっ

た人（有効期限切れを含む）」の誤りでした。

　紙の保険証が紛失などにより使えなくなっ

た場合は、資格確認書の交付申請が必要で

す。お詫びして訂正いたします。

お詫びと訂正

文 化 協 会 だ よ り

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」
だ
よ
り

Vol.80

☆
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
案
内
☆

　

今
年
も
公
民
館
を

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
り

ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

（
12
月
7
日
㈯
13
時

～
）
片
付
け
（
12
月

26
日
㈭
12
時
～
）
を

し
て
く
だ
さ
る
方
々
も
募
集
し
て
い
ま

す
、
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
点
灯
期
間
・
場
所

　

12
月
7
日
㈯
～
25
日
㈬

　

17
時
～
22
時

　

公
民
館
前

▼
ク
リ
ス
マ
ス
会
日
時
・
場
所

　

12
月
14
日
㈯
17
時
～
19
時

　

公
民
館
大
ホ
ー
ル

☆
全
国
ポ
ニ
ー
競
馬
選
手
権

第
14
回
ジ
ョ
ッ
キ
ー
ベ
イ
ビ
ー
ズ

結
果
報
告
☆

　

10
月
13
日
に
東
京
競
馬
場
で
開
催
さ

れ
た
ジ
ョ
ッ
キ
ー
ベ
イ
ビ
ー
ズ
に
佐
々

木
天
馬
君
が
関
西
地
区
代
表
と
し
て
、

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
乗
馬

教
室
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

秋
晴
れ
の
中
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
大
観
衆
の
前
で
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
僅

差
の
２
着
。
抜
群
の
ス
タ
ー
ト
を
決
め

て
残
り
50
ｍ
く
ら
い
ま
で
先
頭
で
走
っ

て
い
ま
し
た
が
、
最
後
に
追
い
抜
か
れ

ま
し
た
。
ほ
ん
と
に
悔
し
い
で
す
が
、

人
馬
一
体
の
最
高
の
走
り
を
大
舞
台
で

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
天
馬
君

の
頑
張
り
に
敢
闘
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
ジ
ョ
ッ
キ
ー
ベ
イ
ビ
ー
ズ
か
ら

本
当
に
ジ
ョ
ッ
キ
ー
に
な
る
子
ど
も
た

ち
も
多
く
、
天
馬
君
も
こ
の
夢
に
一
つ

近
づ
い
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
東
京

競
馬
場
で
走
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
練
習
に

励
ん
で
も

ら
い
た
い

と
思
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
38
ー
７
１
２
３

▼
メ
ー
ル

s
h
o
o
_k

e
n
k
o
s
p
o
rts

c
lu

b
@

la
g

o
o
n
.o

c
n
.n

e
.jp

　

　

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果　

（
敬
称
略
）

◇
第
43
回
岡
山
県
小
学
生
体
操
競
技
大
会

（
９
／
14
岡
山
市
）

（
男
子
個
人
戦
種
目
別
跳
馬
）

　

第
３
位　

竹
内　

琉
斗

◇
第
43
回
少
林
寺
拳
法
美
作
地
区
大
会
兼
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
（
９
／
29
津
山

市
）

【
小
学
生
単
独
演
武
】

（
白
・
黄
帯
の
部
）

　

準
優
勝　

岸
本　

桃
花

【
組
演
武
】

（
小
学
生
（
茶
・
黒
帯
）
の
部
）

　

優　

勝　

古
川　
　

蘭　

牧　
　

來
叶

（
一
般
（
有
段
）
の
部
）

　

優　

勝　

斉
藤　

敦
也　

梶
原
し
ゅ
り

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
）

　

準
優
勝　

佐
々
木
さ
く
ら　

佐
々
木
統
星

　

第
３
位　

水
田　

圭
治　

水
田　

温
恵

【
団
体
演
武
】

　

優　

勝　

勝
央
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Ａ
チ
ー
ム

◇
第
47
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会

岡
山
予
選
会
（
10
／
14
岡
山
市
）

【
中
学
生
女
子
個
人
】

　

第
３
位　

植
月　

千
夏

【
小
学
生
団
体
】

　

第
３
位　

勝
央
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

植
月　

駿
介　

新
井　

陽
大

　
　
　
　
　

立
石　

葵
彩　

水
島　

瑚
都

　
　
　
　
　

影
本　

奏
丞

◇
第
27
回
岡
山
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
競
技

大
会
（
10
／
19
・
20
岡
山
市
）

【
中
学
生
の
部
】

（
団
体
戦
）

　

優　

勝　

加
茂
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
竹
内
琉
希
所
属
）

（
男
子
個
人
種
目
別
鉄
棒
・
あ
ん
馬
）

　

準
優
勝　

竹
内　

琉
希

【
小
学
生
の
部
】

（
男
子
個
人
総
合
・
種
目
別
跳
馬
）

　

第
３
位　

竹
内　

琉
斗

（
男
子
個
人
種
目
別
鉄
棒
）

　

準
優
勝　

竹
内　

琉
斗

◇
第
56
回
記
念
た
つ
の
市
新
宮
選
抜
剣
道
錬

成
大
会
（
10
／
27
兵
庫
県
）

（
に
し
し
ん
杯
争
奪
個
人
戦
中
学
生
女
子
）

　

第
３
位　

植
月　

千
夏

◇
第
51
回
中
国
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
（
11

／
３
岡
山
市
）

【
演
技
競
技
】

（
小
学
生
低
学
年
の
部
）

　

準
優
勝　

井
上　
　

心　

大
前　

愛
椛

　

第
３
位　

井
上　

築
玖　

平
田　
　

悠

（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

準
優
勝　

大
前　

悠
惺　

宮
田　

彩
央

（
中
学
生
の
部
）

　

優　

勝　

宮
田　

瑚
都　

平
田　

彩
晶

【
試
合
競
技
】

（
小
学
生
低
学
年
の
部
）

　

第
３
位　

春
名　

美
里

（
中
学
生
女
子
の
部
）

　

優　

勝　

平
田　

彩
晶

（
中
学
生
男
子
の
部
）

　

準
優
勝　

平
田　
　

煌

（
高
校
生
男
子
の
部
）

　

第
３
位　

森
永　
　

響

◇
令
和
６
年
度
バ
レ
ー
部
会
秋
季
リ
ー
グ
戦

結
果
（
～
11
／
６
勝
央
町
）

　

優　

勝　

ラ
ブ
リ
―
ズ

　

準
優
勝　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

第
３
位　

Ｋ
Ｔ
Ｒ

　「ねんきんネット」とは、スマー

トフォンなどからご自身の年金の情

報を手軽に確認できるサービスで

す。

◆「ねんきんネット」でできること

○ご自身の年金記録の確認

○将来の年金受取見込額の試算

○電子版「ねんきん定期便」の閲覧

○国民年金保険料の納付書によらない納付

○受給に関する各種通知書の確認

　また、マイナポータルと連携することで、以下の

機能が利用できます。

○国民年金保険料口座振替の申出

○扶養親族等申告書の電子申請

○確定申告・年末調整に必要な書類の電子送付

　など

◆「ねんきんネット」のご利用には「アクセスキー」

が必要です。アクセスキーの発行は年金事務所へご

相談ください。

◎ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル

　☎０５７０−０５８−５５５

◎「ねんきんネット」ホームページ

　http://www.nenkin.go.jp/n_net/

年金記録や年金見込み額を
「ねんきんネット」で確認できます！

硴椛

芸能の部のステージのようす

勝間田高校生徒作品（初出品）

無料入手

右記の二次元コードを読取後、Androidの方
は「Google play」を、iPhoneの方は「App 
Store」をそれぞれ選択してください。

「しょうおうナビ」
勝央町の情報を配信するスマートフォン向け
アプリ。防災・防犯、観光・イベント、ごみ
の収集日のほか、無線放送も配信。情報の受
け取りは、ジャンルごとに選択できます。
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未来主役の
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し
ょ
う
お
う

広報

あ
と
が
き

わ

お

く
わ
く
ス
ク
ー
ル
勝
小
教
室
・

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会

勝
間
田
高
校

み
こ
し　

わ
っ
し
ょ
い
！

吉
野
保
育
園

こ

▼
「
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
」
は
、

滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
多
く
の
町
民
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、

盛
大
な
式
典
に
な
り
ま
し
た
。
式
典
後

に
は
東
国
原
英
夫
氏
の
「
地
域
の
活
性

化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
人
口
減
少
は
、
勝
央
町
に
と
っ

て
も
見
過
ご
せ
な
い
問
題
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
今
ま
で

以
上
に
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
方
策

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

▼
11
月
中
旬
に
は
、
中
学
生
２
人
が
３

日
間
の
職
場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
真
面
目
な
姿
勢
と
、
相
手
の
目
を

見
て
話
し
が
で
き
る
こ
と
に
と
て
も
感

心
し
ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
希
望
を
持
て
る

町
に
な
る
よ
う
、
今

後
も
仕
事
に
取
り
組

ま
ね
ば
と
身
が
引
き

締
ま
り
ま
し
た
。

て
、
小
学
生
、
高
校
生
、
シ
ル
バ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
異
な
る
年

代
の
人
々
が
囲
碁
ボ
ー
ル
を
通

し
て
、
共
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
体
育
館
に

は
歓
声
が
響
き
渡
り
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
校
生
徒
に
と
っ
て

は
、
囲
碁
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
だ

け
で
は
な
く
、
小
学
生
、
お
年

寄
り
と
異
な
る
年
代
の
人
々
と

交
流
す
る
こ
と
で
、
互
い
の
違

い
を
認
め
合
い
、
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
物
事
を
考
え
、
行
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
多

く
の
学
び
や
気
づ
き
も
あ
る
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

吉
野
保
育
園
で
は
、
今
年

も
５
歳
児
が
さ
ま
ざ
ま
な
野

菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
地
域
の
人
に
も
野
菜
作

り
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
と
て
も
大
き
な
サ
ツ
マ

イ
モ
を
た
く
さ
ん
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
・

４
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
も
、

５
歳
児
の
影
響
を
受
け
て
、

野
菜
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
秋
の
収
穫
を
感
謝
す
る

秋
祭
り
。
５
歳
児
の
子
ど
も

た
ち
み
ん
な
で
お
み
こ
し
作

り
を
し
ま
し
た
。「
わ
っ
し
ょ

い
！
わ
っ
し
ょ
い
！
」
元
気

な
掛
け
声
が
、
ホ
ー
ル
か

ボ
ー
ル
に
つ
い
て
丁
寧
に
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
囲
碁
ボ
ー

ル
の
技
術
や
戦
術
の
確
か
さ
に

は
毎
回
驚
か
さ
れ
ま
す
。
そ
し

ら
聞
こ
え
て
く
る
日
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
先
日
お
祭

り
法
被
を
着
て
、
わ
く
わ
く

気
分
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た

ち
が
、
園
周
辺
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
掛
け
声
に
、
地
域
の
人

も
外
へ
と
出
て
来
て
く
だ
さ

り
、
お
み
こ
し
を
担
い
だ
子

ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
伝
統
的
な
行
事
に

触
れ
る
経
験
や
子
ど
も
た
ち

の
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
が

実
現
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
関
わ
り
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

10
月
23
日
、
勝
間
田
高
校

体
育
館
に
お
い
て
、
本
校
の

総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
に
つ

い
て
探
究
活
動
を
し
て
い
る

生
徒
と
わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル

勝
小
教
室
の
小
学
生
、
小
矢

田
地
区
・
勝
間
田
地
区
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
囲

碁
ボ
ー
ル
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
シ
ル
バ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
囲
碁

小学生・高校生・お年寄りが一緒に
囲碁ボールを楽しむようす

おみこしを担いで練り歩く子どもたち

アンコンシャス・
バイアスって？

　子どもに対して自分の思いを伝え
る時、「普通は○○でしょ」と自分で
当たり前と思っていることを基準に
して、言うことがよくありますよね。
しかし、いろいろな経験を重ねた大
人の自分が当たり前と思っているこ
とが、実は違うのではないかと考え
たことはありますか。当たり前、常
識だと思っていたことが、時代に合
わなくなったり、多様性が増す中で、
ずれが生じていたりするにもかかわ
らず、習慣や風習、周りの目や人と
合わせようとすることにとらわれて
しまい、それに気づかないままに行
動していることがあるのは否定でき
ません。
　アンコンシャス・バイアスとは、「無
意識の偏ったものの見方」という意
味で、「男性（女性）はこうあるべき
だ」のように、無意識に当たり前と
思い込んでいる認識がそうです。（あ
あ、こういう考え方、見方もあるん
だ。自分はこう思う）と考えられる
ことが、これからの多様性を認め合
う社会を生きる一つの資質となるの
ではないでしょうか。子どもたちに
はそんな心も育ってほしいですね。

（教育委員会）

24

人口

世帯数

と

令和６年11月１日現在

人　口　10,762人
（−6）

　　　　男　5,190人
　　　　女　5,572人

世帯数　4,795世帯
（＋3）

※（　）内は前月比


